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消
し
た
は
ず

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
七
周

年
を
迎
え
る
一
月
一
七
日
（
火
）、

交
通
機
関
が
途
絶
し
た
大
震
災
時
の

追
体
験
を
行
い
、
風
化
し
が
ち
な
防

災
意
識
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、

来
る
べ
き
災
害
に
備
え
る
た
め
、
震

災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
巡
り
や
緊
急
時
の

避
難
路
、
救
援
路
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
山
手
幹
線
等
を
歩
く
「
一
・

一
七
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー

ク
」な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①�

一
・
一
七
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル

ウ
ォ
ー
ク

　

総
勢
三
，二
〇
〇
人
の
参
加
者
が
、

震
災
当
時
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
れ
ぞ

れ
東
西
一
五
㎞
（
東
：
西
宮
市
役

所
、
西
：
須
磨
海
浜
公
園
）、
東
西

一
〇
㎞
（
東
：
芦
屋
市
川
西
運
動
場
、

西
：
県
立
文
化
体
育
館
）、
西
五
㎞

（
神
戸
市
立
中
央
体
育
館
）、
東
二
㎞

（
王
子
公
園
）
の
六
ヵ
所
か
ら
、「
一
・

一
七
の
つ
ど
い
」
な
ど
が
開
催
さ
れ

る
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
を
目
指
し
て
歩
き
ま

し
た
。

②�

一
・
一
七
の
つ
ど
い

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
へ
の
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
歩
む
決
意
を
国

内
外
や
次
世
代
に
発
信
す
る
「
一
・

一
七
の
つ
ど
い
」が
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸（
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
慰
霊
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
前
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

二
，
〇
〇
〇
人
も
の
参
加
者
が
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
追
悼
の
誠

を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
県
消
防
協
会

か
ら
は
岸
谷
会
長
が
「
つ
ど
い
」
に

出
席
し
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

次　

第

・
献
奏
曲

�

（
県
立
西
宮
高
等
学
校
音
楽
科
）

・
開
会
の
こ
と
ば
（
県
議
会
議
長
）

・
主
催
者
代
表
挨
拶�

（
知
事
）

・
県
民
の
こ
と
ば�

（
新
成
人
）

・
献
奏
曲�

（
な
ぎ
さ
小
学
校
）

・�

一
・
一
七
の
つ
ど
い
安
全
の
日

宣
言
（
県
民
会
議
企
画
委
員
長
）

・
献
花�

※
一
七
時
ま
で

③�

交
流
広
場
・
交
流
ス
テ
ー
ジ

　

な
ぎ
さ
公
園
で
は
、
関
係
機
関
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

等
が
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
活
動
展
示

や
炊
き
出
し
を
行
い
、
県
民
の
防
災

意
識
の
向
上
や
交
流
を
図
っ
た
ほ

か
、
今
回
新
た
に
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
の
活
動
報
告
や
被
災
地
を

応
援
す
る
企
画
が
催
さ
れ
、
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
や
東
北
物
品
販

売
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
交
流
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県

民
グ
ル
ー
プ
や
学
生
等
に
よ
る
発
表

会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
多
く
が
震

災
を
思
い
出
し
、
防
災
・
減
災
の
必

要
性
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

④�

防
災
訓
練

　

初
期
消
火
訓
練
や
耐
熱
訓
練
等
の

ほ
か
、障
害
物
除
去
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
・

心
肺
蘇
生
法
訓
練
な
ど
県
民
参
加
に

よ
る
防
災
機
関
と
連
携
し
た
実
戦
的

な
「
防
災
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
型

訓
練
と
し
て
津
波
災
害
を
想
定
し
た

巡
視
艇
や
消
防
艇
に
よ
る
災
害
対
応

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
七
年

を
迎
え
ま
す
。
改
め
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
被
災
者
の
皆
様
は

被
災
地
と
し
て
、
復
興
に
向
け
た
懸

命
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。こ

の
間
、
私
た
ち
は
多
く
の
経
験

を
重
ね
、
教
訓
を
得
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
三
月
の
東
日
本
大
震

災
の
発
生
以
来
、
今
こ
そ
こ
れ
ら
を

生
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
最
大
限

の
支
援
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

情
報
は
待
つ
の
で
は
な
く
、
取
り

に
い
く
も
の
、
こ
の
教
訓
の
も
と
発

災
三
日
後
に
は
被
災
地
に
現
地
支
援

本
部
を
設
け
、
情
報
や
ニ
ー
ズ
を
収

集
し
な
が
ら
、
救
援
物
資
の
提
供
、

避
難
所
運
営
、
健
康
相
談
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
、
施
設
の
復
旧
な
ど
に

あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
・
学

校
支
援
チ
ー
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）、

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
、
家
屋
被
害

次
の
世
代
に
「
伝
え
る
」「
備
え
る
」・・・

策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
災

害
対
策
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

第
二
は
、広
域
防
災
体
制
の
充
実
。

関
西
広
域
連
合
に
お
い
て
「
関
西
防

災
・
減
災
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
世

界
の
防
災
・
減
災
モ
デ
ル
“
関
西
”

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
全

国
か
ら
の
支
援
を
円
滑
に
受
け
入
れ

る
受
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

第
三
は
、「
伝
え
る
・
備
え
る
」

災
害
文
化
の
定
着
。
県
民
一
人
ひ
と

り
の
防
災
意
識
を
高
め
、
防
災
訓
練

や
住
宅
の
耐
震
化
等
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、「
共
助
」
の
力
を
生
か
す

た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
や

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
へ
の
加
入
促
進

に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー
や
県
立
大
学
防
災
教
育
セ

ン
タ
ー
を
核
に
防
災
人
材
の
育
成
を

進
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
県
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
し
っ
か

り
と
生
か
し
、
だ
れ
も
が
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

認
定
士
な
ど
、
兵
庫
な
ら
で
は
の
専

門
家
が
活
躍
し
ま
し
た
。
県
内
避
難

者
登
録
制
度
の
構
築
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
復
興
や
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
支
援
な
ど
も
、
震
災
経
験
を

踏
ま
え
た
取
組
み
で
す
。

被
災
地
は
今
、
よ
う
や
く
復
旧
復

興
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
同
じ
被
災
地
・
兵
庫
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
積
み
重
ね
て
き
た

経
験
と
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
は
じ
め
、
息
長
く
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
得
ら
れ
た
新

た
な
教
訓
も
踏
ま
え
、
安
全
安
心
の

基
盤
づ
く
り
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。第

一
は
、「
想
定
外
」
の
事
態
に

も
備
え
た
危
機
管
理
の
徹
底
。
津
波

対
策
と
し
て
、
堤
防
等
で
防
ぎ
き
れ

な
い
場
合
も
想
定
し
な
が
ら
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
総
合
的
な
対

震
災
一
七
年
を
迎
え
て�

井
戸
知
事

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
安
全
で
安
心

な
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
四
年
一
月
一
七
日
（
火
）、
ひ
ょ
う
ご

安
全
の
日
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、「
一
・
一
七
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク

二
〇
一
二
」「
一
・
一
七
の
つ
ど
い
」「
交
流
ひ
ろ
ば
・
ス
テ
ー
ジ
」「
防
災
訓
練
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
の
つ
ど
い
開
催

みんなで準備体操

交流ステージ

いくぞ！

1･17ひょうご安全の日宣言

阪神・淡路大震災から17年が経った
私たちは日本と世界の多くの人たちに

地震を経験する前に教訓を知ってもらいたい　生かしてもらいたい
そのように願って発信し続けてきた

阪神・淡路大震災は　活断層が起こした内陸直下型だった
でも　私たちはもう一つの地震があることを知っていた
それはしばしば大津波を伴うプレート境界地震だ

3月11日に東日本大震災が起こった
東北地方から関東地方にかけて広い範囲での地震と津波
そして原子力事故による大きな被害をもたらした

2万人もの犠牲者・行方不明者　45万人を越える避難者が生まれ
人々の生活と美しい国土が破壊され　大きな悲しみをもたらした

新燃岳の噴火や台風第12号災害も起こった
私たちは自然災害が多発し激化する時代に生きている
もうこれ以上　悲しい思い出をつくらないようにしたい

それには災害文化をつくり　伝え　そして備えて行動するしかない

伝えよう　もっと伝えよう阪神・淡路大震災の教訓を
つぎの震災や津波　風水害　そして火山噴火や土砂災害に　備えて

震災の教訓はすべての災害に通じる知恵だから

2012年 1月17日
ひょうご安全の日推進県民会議
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平
成
二
四
年
一
月
二
二
日
（
日
）

兵
庫
県
消
防
学
校
に
お
い
て
今
年
度

二
回
目
の
女
性
消
防
団
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
県
下
か
ら
六
三
名
の
女

性
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
は
、
講
演
会
と
救
急
講
習
会

の
二
本
柱
で
構
成
さ
れ
、
講
演
会
で

は
長
谷
川
和
正
氏
（
兵
庫
県
広
域
防

災
セ
ン
タ
―
総
務
部
主
幹
）
に
「
生

活
防
災
の
す
す
め
」
と
題
し
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
谷
川
主
幹

は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
も
行

き
、
現
地
の
方
々
と
も
交
流
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
時
の
話
を
交
え
な
が

ら
、
防
災
と
は
特
別
な
も
の
で
は
な

く
、
日
常
の
生
活
の
中
に
あ
る
も
の

で
あ
り
、
災
害
時
に
は
、
既
定
の
概

念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分

の
判
断
で
柔
軟
に
対
応
し
て
く
べ
き

こ
と
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
内

容
の
中
に
も
、
防
災
の
あ
り
方
や
大

切
さ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
に
続
い
て
の
救
急
講
習
会
で

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
一
〇
の
主

な
変
更
点
に
つ
い
て
の
講
義
及
び
実

技
指
導
と
搬
送
法
に
つ
い
て
、
救
急

救
命
士
養
成
所
の
教
官
か
ら
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

昨
年
八
月
に
消
防
庁
長
官
か
ら
消

防
審
議
会
へ
「
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
た
今
後
の
消
防
防
災
体
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
諮
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
諮
問
を
受
け
て
、
消
防
審
議

会
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
被
害
や
応
急
活
動
等
を
踏
ま

え
、
地
域
に
お
け
る
地
震
・
津
波
避

難
対
策
の
推
進
、
地
域
総
合
防
災
力

の
充
実
強
化
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の

効
果
的
な
運
用
・
施
設
整
備
の
あ
り

方
、
民
間
事
業
者
に
お
け
る
地
震
・

津
波
対
策
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
、
こ
の
た
び
、
諮
問
に
対
す
る

答
申
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

答
申
の
概
要

基
本
的
な
考
え
方

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害
や

応
急
活
動
等
を
踏
ま
え
抽
出
し
た
課

題
に
対
す
る
詳
細
な
調
査
・
検
討
を

行
い
、
今
後
の
国
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保
の
た
め
、
消
防
本
部
、
消
防

団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
充
実
に

よ
る
消
防
防
災
体
制
の
整
備
を
目
指

す
必
要
が
あ
る
。

一�

　
地
震
・
津
波
対
策
の
推
進
と
地

域
総
合
防
災
力
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

防
災
活
動
の
検
証
等
を
通
じ
て
、

今
後
の
大
規
模
地
震
に
備
え
、
地
域

に
お
け
る
総
合
的
な
地
震
・
津
波
対

策
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

〈
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
項
目

や
必
要
な
対
策
〉

・�

市
町
村
に
お
け
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
の
見
直
し
、
避
難
施
設
・
経

路
の
点
検
・
耐
震
化
、
備
蓄
物
資

の
点
検
・
見
直
し
、
防
災
教
育
の

講
義
・
実
技
共
に
丁
寧
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
受
講
生
か
ら
は
と
て

も
有
意
義
だ
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
す
る
側
の
立

場
を
考
え
た
内
容
の
講
習
で
も
あ
っ

た
た
め
、
消
防
団
活
動
の
中
で
、
市

民
向
け
の
救
急
救
命
講
習
会
を
行
っ

て
い
る
女
性
消
防
団
員
に
と
っ
て

は
、
大
い
に
役
立
っ
た
よ
う
で
す
。

実
技
講
習
で
は
、
所
属
消
防
団
に

か
か
わ
ら
ず
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
た

た
め
、
他
団
と
の
交
流
も
図
れ
た
よ

う
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

き
っ
か
け
に
、
女
性
消
防
団
員
同
士

の
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と

は
、と
て
も
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。

県
消
防
協
会
で
は
、
来
年
度
も
多

く
の
女
性
消
防
団
員
活
動
を
支
え
る

こ
と
と
な
る
研
修
会
を
企
画
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
県
協
会
事
務
局
で
は
、
こ

の
度
の
研
修
会
の
模
様
を
録
画
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
各
支
部
事
務

局
を
通
し
て
、
県
協
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

こ
の
度
の
研
修
会
参
加
消
防
団
は

次
の
と
お
り
で
す
。

充
実
、
実
践
的
な
避
難
訓
練
の
実

施
・�

防
災
行
政
無
線
の
整
備
促
進
、
災

害
情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
（
Ｊ

︱
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
等
）

二�　

消
防
団
員
の
活
動
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て

消
防
職
団
員
は
今
回
の
大
震
災
で

そ
の
活
動
を
高
く
評
価
さ
れ
た
一
方

で
、安
全
対
策
等
に
課
題
を
残
し
た
。

次
に
掲
げ
る
事
項
を
中
心
に
今
回
の

活
動
の
検
証
を
行
い
、
大
規
模
対
策

時
に
お
け
る
対
応
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
。

・�

消
防
職
団
員
の
活
動
の
あ
り
方（
消

防
本
部
の
効
果
的
な
初
動
活
動
、

連
携
の
あ
り
方
等
）
の
検
討
、
安

全
対
策
の
推
進
、
装
備
の
充
実
、

惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
の
強
化

・�

団
員
数
の
確
保
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
消
防
団
の

充
実
強
化

・
救
急
搬
送
体
制
の
強
化

・�

消
防
部
隊
間
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
含
め
、
救
助
活
動
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
証
・
検
討

三�　

緊
急
消
防
援
助
隊
の
効
果
的
な

運
用
・
施
設
整
備
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て

東
日
本
大
震
災
で
の
活
動
を
踏
ま

え
、
今
後
の
大
規
模
地
震
に
お
い
て

効
果
的
・
効
率
的
な
活
動
を
行
う
た

め
、
次
の
観
点
か
ら
今
回
の
活
動
の

検
証
を
行
い
、
対
応
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。

①�

長
期
に
及
ぶ
消
防
応
援
活
動
へ
の

対
応

・�

後
方
支
援
活
動
に
必
要
な
人
員

・
神
戸
市
灘
消
防
団

・
神
戸
市
中
央
消
防
団

・
神
戸
市
北
消
防
団
有
馬
支
団

・
神
戸
市
北
消
防
団
長
尾
支
団

・
神
戸
市
長
田
消
防
団

・
神
戸
市
垂
水
消
防
団

・
神
戸
市
西
消
防
団
櫨
谷
支
団

・
神
戸
市
水
上
消
防
団

・
尼
崎
市
消
防
団

・
芦
屋
市
消
防
団

・
川
西
市
消
防
団

・
加
古
川
市
消
防
団

・
播
磨
町
消
防
団

・
赤
穂
市
消
防
団

・
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

・
丹
波
市
消
防
団

・
三
田
市
消
防
団

や
資
機
材
、
燃
料
な
ど
を
搬
送

す
る
車
両
の
配
備

・�

よ
り
効
果
的
な
後
方
支
援
部
隊

の
運
用
の
あ
り
方
な
ど
の
検
証

・�

長
期
に
わ
た
る
活
動
を
支
え
る

広
報
活
動
拠
点
施
設
の
整
備
に

関
す
る
検
討

②�

消
防
力
の
確
実
か
つ
迅
速
な
被
災

地
へ
の
投
入

・�

航
空
機
に
よ
る
人
員
・
資
機
材

の
投
入
手
法
の
検
討
（
関
係
機

関
と
の
連
携
を
含
む
。）

・�

緊
急
消
防
援
助
隊
の
出
動
計
画

の
見
直
し
（
広
範
囲
の
被
害
を

想
定
）

・�

消
防
庁
及
び
緊
急
消
防
援
助
隊

相
互
間
の
情
報
共
有
・
収
集
体

制
の
強
化

四��　

民
間
事
業
者
に
お
け
る
地
震
・

津
波
対
策
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
次
の

よ
う
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

①�

危
険
物
施
設
等
の
地
震
・
津
波
対

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・�

危
険
物
施
設
に
お
け
る
配
管
の

耐
震
性
能
等
の
再
確
認
や
災
害

時
の
緊
急
停
止
措
置
等

県
消
防
協
会
で
は
、
団
員
か
ら
分

団
長
に
在
職
す
る
概
ね
四
〇
歳
未
満

の
消
防
団
員
に
参
加
を
募
り
、「
若

手
消
防
団
員
意
見
交
換
会
」
を
毎
年

一
月
～
三
月
の
間
に
県
下
九
地
区
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
若
手
消
防
団
員
が

日
頃
か
ら
消
防
団
活
動
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
や
意
見
等
を
自
由
に
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
各
地
区
の
消
防
団
の
情

報
共
有
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
通
し

平
成
二
三
年
度

第
二
回
女
性
消
防
団
員
研
修
会

�

兵
庫
県
消
防
協
会

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
今
後
の
消

防
防
災
体
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申

�

消
防
庁
総
務
課

・�

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
に
お

け
る
地
震
及
び
津
波
の
発
生
頻

度
に
応
じ
た
対
策
（
応
急
措
置

の
準
備
等
）
の
実
施

②�

防
火
・
防
災
管
理
体
制
の
強
化
等

に
つ
い
て

・�

大
規
模
・
高
層
の
建
築
物
を
は

じ
め
と
す
る
建
築
物
に
お
け
る

防
火
・
防
災
管
理
体
制
の
強
化

等
に
関
す
る
検
討

・�

建
築
物
の
耐
震
性
の
向
上
及
び

消
防
用
設
備
等
の
耐
震
対
策
の

推
進

て
県
下
の
消
防
団
活
動
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

各
会
場
で
出
た
意
見
は
、
テ
ー
マ

別
に
要
約
し
て
、
報
告
書
に
ま
と

め
、
報
告
書
は
、
各
消
防
団
等
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
報
告
書

は
、県
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、

過
去
三
年
分
を
掲
載
し
て
お
り
、
自

由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

答
申
の
全
文
は
消
防
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.fdm

a.
go.jp/neuter/topics/houdou
/2401/240130_1houdou
/01_houdoushiryou.pdf

平
成
二
三
年
度
若
手
消
防
団
員

意
見
交
換
会
各
地
区
で
実
施
中

兵
庫
県
消
防
協
会

救急講習会

実践中！

講演「生活防災のすすめ」

ＡＥＤの使い方
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猪
名
川
町
は
兵
庫
県
の
南
東
部
、
阪

神
地
区
の
北
部
に
位
置
し
、
東
隣
は
大

阪
府
に
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
河
川
猪
名

川
の
源
流
が
町
の
中
心
を
南
北
に
流
れ
て

お
り
、
南
部
は
住
宅
街
、
北
部
は
昔
な

が
ら
の
農
村
の
二
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
ま

す
。消

防
団
に
入
団
を
し
て
、
は
や
一
〇
年

が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
の

活
動
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
入
団

し
、
日
々
、
先
輩
方
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か

ら
こ
そ
、
日
々
の
訓
練
で
多
く
の
技
術
を

習
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
と
初

め
て
の
こ
と
に
と
ま
ど
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
消
防
団
員
と
し
て
、
地
域
の
た

め
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

入
団
し
て
、
何
年
か
た
っ
た
時
に
台
風

二
三
号
が
私
達
の
町
を
襲
い
ま
し
た
。
私

消
防
団
の
活
動
を
通
し
て

　
　

豊
岡
市
但
東
消
防
団
第
四
分
団

�

田
畑　

和
輝

の
経
験
の
中
で
は
、
間
違
い
な
く
一
番
大

き
な
災
害
で
し
た
。
川
の
水
は
あ
ふ
れ
、

山
は
崩
れ
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
、
家
は
水

に
浸
か
る
。
そ
ん
な
中
、
消
防
団
員
と
し

て
、
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
べ
く
、
先

輩
方
の
指
示
の
も
と
、家
々
を
回
り
、様
々

な
活
動
を
し
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」「
助
か
り
ま
し
た
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
私
も
少
し

は
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
と
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

安
全
の
た
め
に
活
動
し
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
地
震
や

津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
日
々
の
訓
練

の
重
要
性
を
痛
感
す
る
出
来
事
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
合
っ
て
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
自
分
自
身
が
若
い
団
員
の
手
本
と

な
る
よ
う
努
力
を
し
、
地
域
の
方
々
に
必

要
と
さ
れ
る
消
防
団
員
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

あ
の
想
像
を
超
え
る
大
災
害
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
十
一
か
月
。
復
興

復
旧
が
進
む
中
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
、

避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
皆
様
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、『
が
ん
ば
れ
東
北
』
未
来
へ

の
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。私

は
、
昭
和
六
一
年
に
旧
八
千
代

町
消
防
団
仕
出
原
分
団
（
現
多
可
町

消
防
団
第
一
二
分
団
仕
出
原
部
）
に
入

団
し
、
一
時
退
任
し
ま
し
た
が
、
周
囲

か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
平
成
一
六

年
副
団
長
と
し
て
復
任
し
ま
し
た
。

多
可
町
は
、
消
防
活
動
に
熱
心
な

町
で
あ
り
、
特
に
古
く
か
ら
ポ
ン
プ

操
法
の
盛
ん
な
町
で
あ
り
ま
す
。
私

が
入
団
し
た
当
時
は
、
三
〇
分
前
集

合
、
十
分
前
整
列
、
遅
れ
れ
ば
先
輩

に
怒
鳴
ら
れ
、
操
法
の
時
期
に
な
る

と
、
灯
り
の
な
い
場
所
で
車
の
照
明

を
頼
り
に
、
夜
遅
く
ま
で
練
習
と
い
っ

た
毎
日
で
し
た
。
厳
し
い
中
に
も
先

輩
方
の
優
し
さ
が
見
え
、
先
輩
に
認

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
訓
練
に
も
励

み
、こ
う
い
っ
た
お
互
い
の
関
係
か
ら
、

団
員
間
の
『
信
頼
』『
絆
』
が
築
か
れ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
も
な
お

そ
の
形
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

昔
は
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
の
工

場
が
多
く
、
地
元
で
働
く
若
者
が
消

防
団
を
構
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
多
く
の
若
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
し
て
離
れ
た
市
街
地
に
勤
務
し
、

団
員
の
減
少
、
高
齢
化
な
ど
様
々
な

問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
私
た
ち
の
町
で
は

『
多
可
町
ス
ク
ラ
ム
・
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
と
い
う
も
の
を
実
施
し
、
消

防
団
員
と
中
学
生
及
び
地
元
集
落
の

方
々
と
の
交
流
を
設
け
、
中
学
生
が

�

 

信
頼
・
絆
・
郷
土
愛

　

多
可
町
消
防
団
副
団
長

植
山　

保
信

猪
名
川
町
は
、
兵
庫
県
の
南
東
に
あ

り
、
東
は
大
阪
府
豊
能
郡
、
南
は
川
西

市
、
西
は
宝
塚
市
と
三
田
市
に
北
は
篠

山
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
、

九
〇・四
一
㎢
で
、
東
西
八
㎞
、
南
北
一
八

㎞
と
縦
長
の
地
勢
、
標
高
は
最
高
七
五
三

ｍ
、
最
低
六
六
ｍ
、
町
の
八
〇
％
が
県
立

自
然
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
摂
津
国
川
辺
郡
に
属
し
て

い
た
こ
と
か
ら
源
氏
発
祥
の
地
で
あ
る
多

田
盆
地
に
近
く
、
豊
臣
政
権
の
台
所
を

支
え
た
多
田
銀
銅
山
の
所
在
地
と
し
て

知
ら
れ
、
歴
史
ロ
マ
ン
に
彩
ら
れ
た
ま
ち

で
す
。
奈
良
大
仏
鋳
造
に
は
銀
を
献
じ

た
と
い
う
伝
承
や
、
明
治
の
実
業
家
五
代

友
厚
も
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
鉱
山
は
、
昭
和
四
八
年
に
閉
山
す
る
ま

で
、
埋
蔵
金
伝
承
な
ど
様
々
な
伝
説
を

歴
史
の
中
に
と
ど
め
て
き
て
い
ま
す
。 

そ

れ
ら
の
歴
史
を
紹
介
す
る
施
設
が
こ
の
銀

山
地
区
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
多

田
銀
銅
山
悠
久
の
館
」
で
す
。
こ
こ
に
は

多
田
銀
銅
山
に
関
わ
る
絵
図
、
古
文
書
、

鉱
石
、
鉱
山
道
具
な
ど
の
資
料
を
展
示

し
て
お
り
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
さ
れ

た
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
絵
図
を
も
と
に
当
時

の
銀
山
地
区
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
敷
地
か
ら
は
対
岸
の
代

官
所
跡
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
さ

れ
て
い
る
石
垣
は
、
眺
め
る
人
の
心
に
当

時
の
様
子
を
想
像
さ
せ
、
四
季
折
々
の
風

景
と
交
わ
っ
て
憩
い
の
ひ
と
と
き
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。「
銀
山
三
千
軒
」
と

称
さ
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
み
せ
た
歴
史

に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
当
館
は
、
訪
れ

た
人
々
を
現
在
か
ら
悠
久
の
昔
へ
と
誘
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
前

に
お
申
し
込
み
頂
く
と
猪
名
川
町
の
魅

力
を
知
り
尽
く
し
た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
見
ど
こ
ろ
を
ご
案
内
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
猪
名
川
町
周
辺
で
は
、

古
く
か
ら
冬
の
特
産
品
で
あ
っ
た
猪
肉
を

使
っ
た
ぼ
た
ん
鍋
が
有
名
で
す
が
、
一
人

で
も
気
軽
に
ぼ
た
ん
鍋
が
楽
し
め
る
よ
う

開
発
さ
れ
た
「
猪
肉
は
る
さ
め
」、
白
味

噌
仕
立
て
の
「
あ
い
鴨
は
る
さ
め
」、
あ

わ
せ
味
噌
仕
立
て
の
「
鹿
肉
は
る
さ
め
」

を
道
の
駅
い
な
が
わ
で
販
売
し
て
い
ま

す
。イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
毎
年
七
月
初
旬
に

柏
原
地
区
の
大
野
山
で
「
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。
大
野
山
頂
の
斜

面
を
覆
う
約
一
万
六
〇
〇
〇
株
の
あ
じ
さ

い
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

一
一
月
三
日
に
文
化
体
育
館
に
お
い
て
、

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員
〈46〉

防
災
や
消
防
団
活
動
な
ど
に
つ
い
て

学
び
、
地
域
防
災
の
一
員
と
し
て
将
来

的
に
消
防
団
活
動
や
自
主
防
災
活
動

に
協
力
・
参
加
で
き
る
人
材
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
に
精
通
し
草
の
根

的
に
存
在
す
る
私
た
ち
消
防
団
は
、

地
域
の
人
間
関
係
を
深
め
、
地
域
住

民
と
と
も
に
、
郷
土
を
愛
し
、
と
も

に
支
え
あ
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
日
々
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

い
な
が
わ
ま
つ
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
模
擬
店
な
ど
の
多
彩
な

催
し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

貴
方
も
、
ぜ
ひ
猪
名
川
町
に
一
度
訪
れ

て
歴
史
の
町
を
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

　
猪
名
川
町
消
防
団
長安

井　

一
弘

○184

支
流
で
は
ホ
タ
ル
が
生
息
し
、
大
野
山

に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
り
、
き
れ
い

な
夜
空
を
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
ば
の
生
産
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

猪
名
川
町
消
防
団
は
昭
和
三
〇
年
に

中
谷
村
と
六
瀬
村
が
合
併
し
猪
名
川
町

と
な
り
、
消
防
団
も
合
併
し
猪
名
川
町

消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。

安
井
団
長
は
昭
和
五
〇
年
に
入
団
さ

れ
、
以
降
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
さ

れ
平
成
二
三
年
四
月
に
第
一
四
代
団
長
と

し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

団
長
は
猪
名
川
町
消
防
団
を
機
動
力

の
あ
る
消
防
団
に
し
よ
う
と
こ
れ
ま
で
に

も
増
し
て
訓
練
に
力
を
注
い
で
お
り
、
訓

練
時
は
率
先
し
て
団
員
の
指
導
に
あ
た
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
、
腕
前
は
シ
ン
グ
ル

級
で
飛
距
離
も
相
当
な
も
の
で
す
。
会

社
役
員
と
し
て
、
ま
た
団
長
と
し
て
忙
し

い
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
合
間
を
ぬ
っ

て
趣
味
に
高
じ
て
お
ら
れ
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
方
で
す
。

団
長
に
就
任
さ
れ
間
も
な
く
一
年
に
な

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
永
年
に

渡
り
猪
名
川
町
消
防
団
三
一
分
団
四
二
二

名
を
指
揮
統
率
し
、
猪
名
川
町
に
貢
献

し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

青木間歩 多田銀銅山　悠久の館

金山彦神社

猪肉・あい鴨・鹿肉はるさめ

あじさいまつり
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日
本
消
防
協
会
に
お
い
て
平
成

二
三
年
一
〇
月
一
日
現
在
の
消
防

団
の
現
況
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
全
国
的
に
団
員
数
の
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
減
少
数
に

つ
い
て
は
年
々
低
下
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
本
年
度
の
団
員
数
は

八
八
一
，
六
三
八
人
（
前
年
度
よ
り

四
，
八
一
九
人
減
少
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
県
で
は
、
四
四
，
二
二
四
人
と
、

前
年
度
よ
り
八
〇
六
人
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
、
全
国
一
位

の
団
員
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
総
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
で
も
、
女
性
消
防
団
員
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
本
年
度
、
全

国
で
は
一
九
，
九
八
七
人
（
前
年
度

よ
り
五
八
七
人
増
加
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

立
春
も
過
ぎ
暦
の
上
で
は
春
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒

い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、今
月
号
で
は
一
面
に「
ひ
ょ

う
ご
安
全
の
日
の
つ
ど
い
」
を
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
二
面
に
今
年
度
第

二
回
目
の
女
性
消
防
団
員
研
修
会
開

催
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
今
月
も
各
地
区
よ
り
多
数
寄
稿

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
各
地
で
火
事
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
火
の
気
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
消
防
団
数
に
つ
い
て
は
市

町
村
合
併
に
伴
う
消
防
団
の
統
合
に

よ
り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
減

少
数
は
、
低
下
し
て
お
り
、
本
年
度

で
二
，
二
五
九
団
（
昨
年
度
よ
り

一
七
団
減
少
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
結
果
、
現
在
で
は
消

防
団
不
在
の
市
町
村
は
解
消
し
て
い

兵
庫
県
の
南
部
中
央
に
位
置
す
る

姫
路
消
防
は
、
平
成
一
八
年
の
近
隣

四
町
と
の
合
併
や
神
崎
郡
三
町
の
消

防
事
務
を
受
託
し
て
広
域
化
を
実
現

し
、
北
は
中
国
山
地
、
南
は
瀬
戸
内

海
に
面
し
、
山
岳
・
丘
陵
・
田
園
・

平
野
・
島
し
ょ
で
構
成
さ
れ
る
県
下

最
大
の
八
六
五
平
方
キ
ロ
の
管
轄
面

積
を
有
す
る
消
防
と
し
て
、
消
防
需

要
に
対
応
し
て
お
り
、
消
防
団
は
八

消
防
団
七
二
分
団
実
員
三
，
一
一
八

人
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
現
在
）

が
常
備
消
防
と
連
携
を
保
ち
な
が
ら

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

合
同
で
活
動
す
る
中
で
も
規
模
が

大
き
い
の
が
姫
路
市
消
防
出
初
式

で
、
第
一
部
の
式
典
に
引
き
続
き
実

施
さ
れ
ま
す
第
二
部
演
技
の
部
で
の

「
は
し
ご
乗
り
演
技
」
は
、
当
初
市

内
四
消
防
団
合
同
で
ス
タ
ー
ト
し
、

平
成
八
年
か
ら
は
現
行
の
各
消
防
団

持
ち
回
り
の
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
消
防
団
に
よ
る
単
独
演
技

は
飾
磨
消
防
団
か
ら
始
ま
り
、
網
干

消
防
団
、
姫
路
西
消
防
団
、
姫
路
東

消
防
団
の
順
に
四
年
ご
と
に
出
初
式

で
の
「
は
し
ご
乗
り
演
技
」
を
担
当

し
て
き
ま
し
た
。

平
成
一
八
年
三
月
の
隣
接
す
る
四

町
（
家
島
町
・
夢
前
町
・
香
寺
町
・

安
富
町
）
と
の
合
併
に
よ
り
八
消
防

団
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
は
し
ご

乗
り
演
技
」
に
つ
い
て
正
副
消
防
団

長
会
議
で
協
議
さ
れ
、「
合
併
町
消

防
団
の
参
加
時
期
に
つ
い
て
は
、
旧

市
内
四
消
防
団
が
当
分
の
間
持
ち
回

り
で
担
当
し
、
平
成
二
四
年
の
出
初

式
か
ら
合
併
町
の
四
消
防
団
も
演
技

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
参
加
方

法
は
消
防
署
単
位
を
基
本
と
し
、
管

轄
す
る
消
防
団
が
演
技
を
実
施
す

る
。」
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
経
緯
に
よ
り

平
成
二
四
年
の

消
防
出
初
式
に

お
け
る
「
は
し

ご
乗
り
演
技
」

は
中
播
消
防
署

が
担
当
し
、
夢

前
町
消
防
団
と

香
寺
町
消
防
団

が
合
同
で
演
技

を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。実

施
す
る
両

消
防
団
員
は

「
は
し
ご
乗
り

演
技
」
に
つ
い

て
、
合
併
し
た

平
成
一
九
年
の

消
防
出
初
式
か

ら
数
回
し
か
見

学
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
の
で
、
平

成
二
四
年
一
月
八
日
（
日
）
姫
路
市

消
防
出
初
式
に「
は
し
ご
乗
り
演
技
」

を
披
露
す
る
た
め
に
、
昨
年
九
月
末

に
、
夢
前
町
消
防
団
と
香
寺
町
消
防

団
の
合
同
分
団
長
会
議
を
開
催
し
、

具
体
的
に
は
一
〇
月
末
の
日
曜
日
か

ら
各
分
団
単
位
で
一
隊
の
は
し
ご
乗

り
演
技
を
練
習
す
る
た
め
の
計
画
を

作
成
し
ま
し
た
。
各
分
団
が
中
播
消

防
署
に
集
合
し
て
練
習
を
す
る
の
で

す
が
、
分
団
員
の
仕
事
の
都
合
で
一

隊
七
人
全
員
が
揃
う
こ
と
が
む
ず
か

し
く
、
ま
た
、
一
〇
月
か
ら
一
一
月

初
め
は
土
曜
日
・
日
曜
日
毎
に
雨
天

が
多
く
、
練
習
に
は
苦
労
し
ま
し
た

が
、
一
二
月
一
八
日
（
日
）
と
一
二

月
二
五
日
（
日
）
の
全
体
練
習
に
至

る
ま
で
の
間
に
各
分
団
で
三
回
は
練

習
を
行
な
い
ま
し
た
。
練
習
は
「
は

し
ご
」を
立
て
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

は
し
ご
搭
乗
者
の
七
種
目
の
演
技
、

「
縦
大
の
字
」「
横
大
の
字
」「
か
ら

か
さ
」「
逆
な
が
め
」「
肝
だ
め
し
」

「
背
亀
」「
し
ゃ
ち
ほ
こ
」
を
繰
り
返

し
練
習
し
、
最
後
に
は
半
鐘
組
と
は

し
ご
組
の
連
携
を
練
習
し
て
仕
上
げ

と
し
ま
し
た
。

平
成
二
四
年
一
月
八
日
（
日
）
の

姫
路
市
消
防
出
初
式
に
お
い
て
、「
今

年
も
消
防
団
の
団
結
を
強
固
に
し

て
、
夢
前
町
消
防
団
・
香
寺
町
消
防

団
や
る
ぞ
」
と
い
う
心
意
気
を
精
一

杯
披
露
し
ま
し
た
。

ま
す
。

　

な
お
、
消
防
団
に
か
か
る
統
計
数

値
は
、
消
防
庁
及
び
日
本
消
防
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

編
集
後
記

消
防
団
の
現
況

日
本
消
防
協
会

「
は
し
ご
乗
り
演
技
を
披
露
」�

姫
路
市
香
寺
町
消
防
団

度胸一番「肝だめし」

大空へ羽ばたく「横大の字」

市町村数及び消防団数の推移

全国の消防団員数の推移


